
（別紙３）

～ 2026年2月28日

（対象者数） 48 （回答者数）
25

～ 2026年3月1日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・遊びを通してコミュニケーションの取り方や、おもちゃで

の遊びを通して物の扱いを伝えて行く

2

・計画の振り替えりや、学校の出来事の振り返りなど、もう

少し時間をかけて聞き取りが出来るとよい

3

・準備に何が必要か、スタッフに何を準備して欲しいかな

ど、活動に必要な物も自分たちで考えて行ける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・集団での様子を聞きりを行い、集団を意識した関わりを工

夫する

・園と連携して課題設定していく

2

3

○事業所名 bonキッズ富田林

○保護者評価実施期間
2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

2026年2月28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・送迎が無いので揃う時間が皆が惜しくなる時がある 人員が少ないので、送迎できる人がいない。また個別なので終

わる時間も人によるため、送迎は難しい

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・同年代の子たちとの関りが評価しにくい(児発） ・大人が周りにいるので本人が発信するよりも早く介入や発言

してしまう

・同じ時間に利用出来る子が居ない

・人員が少ない ・求人を出すタイミングや媒体など検討が必要

・ゆったりとした時間で個別で配慮し進めて行ける(児発） ・出来る事を目指すのではなく、本人の得意な事・理解の仕方

を評価していく

・道具の使用・手先の課題は、遊びや本人の好きな活動の中で

取り入れる

・本人の悩み事を解決するためのプログラムを本人と一緒に考

えていける

・集団生活で期待される事の情報提供や、学習計画など、個人

に合わせた課題に取り組む

・自分たちのやりたい事を話し合い、毎回の活動にすることが

出来る(グループ活動）

・同じ意見ばかり続いていくので、他のグループの活動など紹

介や季節の行事を紹介する

事業所における自己評価総括表公表


